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 大学コンソーシアムの役割について、図 1 を使い整理したい。 
第一に、各大学の教育サービスの補完機能が期待できる。A 大学にはなくて、B 大学が
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Martin Trow が提唱した高等教育制度の段階移行において、米国はマス型とされる 6)。 
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米国の大学は、Harvard College（1636 年）や、William and Mary College（1693 年）
などが創立されて以来、増加の一途を辿り、大学市場は成熟した環境を形成した。2000
年の私立大学は 1,828 校、私立短大は 656 校である 7)。その環境の中、大学コンソーシア
ムも多く創設され、多様な役割や目的を持つ組織が作られた。同宗派の大学が加盟するも
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図 2 クレモント大学群のロケーション 
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図 4 より、50.0%を超える事業は、単位互換 85.7%、産官学地域連携 54.3%、高大連携
54.3%、生涯学習 60.0%、学生交流 51.4%を示している。施設相互利用は 20.0%であった。 
なお、施設相互利用に比較的近い項目と思われる図書館連携は 31.4%であり、施設相互
利用より 11.4 ポイント高い数値であった。 
図 5 より、有償の事業を行っている組織は 1 組織（2.9%）のみであった。その事業内容
は、｢自販機設置事業が収入源だが、その他、セミナー、イベントなどについては、必要最 
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 ところで、2006 年度現在、高等教育機関は 1,213 校（国公私立大学 744 校、国公私立
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